
 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、40代・50代の方が利用全体の 8割以上を占めています。 

 

障害の種別でみると、身体障害や高次脳機能障害のある方が大半を占めています。 

通所プログラム 利用実績 
通所により、実際の職場に近い雰囲気の中で、さまざまな作業を行いました。 

近年は通所だけでなく、リモートでのプログラム提供も行っています。 



 

 

 

支援の結果、復職された方が半数程度いますが、新しい仕事（福祉的就労も含む）に就職された方もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

職業相談や職能評価の結果を元に、就労移行支援事業などの利用につながる方も大勢います。 

退所者の状況 

職業相談・職能評価 利用実績 
職業・就労に関する相談の他、作業能力・職業適性について、様々な検査手法 

を用いて評価を行いました。 


